
ワクチン接種に関するお知らせ
問合先 長寿健康課新型コロナウイルスワクチン接種室ワクチン接種グループ（あいあい　☎98－5565）

　ワクチンの供給状況を踏まえ、45歳未満の人の接種スケジュールを変更しました。
【変更点】　●35歳～44歳の人の接種券の発送時期を８月上旬に変更しました。（変更前：７月下旬）
　　　　　●16歳～34歳の人の接種券の発送時期が未定になりました。（変更前：８月中旬）

45歳未満の人の接種スケジュールと接種券（クーポン券）の発送

　海外渡航を予定しており、渡航先への入国時の防疫措置の緩
和等のため必要である人を対象に、７月26日（月）から「新型コロ
ナウイルスワクチン接種証明書」の申請を受け付けています。
対象者　市内在住の海外渡航の予定がある人でワクチン接種
を受けた人（過去に本市に住民登録がある時に、本市でワク
チン接種を受けた人を含む）
申請方法　必要書類を新型コロナウイルスワクチン接種室
（〒519－0164亀山市羽若町545）へ郵送してください。
（メールや窓口での受け付けは行いません）
交付時期　申請の受付から交付まで、１週間程度かかります。
なお、申請で提出された書類は返却しません。

申請書類
　●申請書　●旅券（パスポート）の写し　●接種履歴が確認で
きる書類（接種券、接種記録書等の写し）　●本人確認書類の
写し　●返信用封筒（切手貼付）

　　場合によって必要な書類
　　●旧姓・別姓・別名の確認書類（旅券に旧姓・別姓・別名
の記載がある場合のみ）　●委任状（本人以外が代理で
申請する場合のみ）

　※申請書は新型コロナウイルスワクチン接種室にあるほか、市
ホームページからもダウンロードできます。

ワクチン接種証明書（ワクチンパスポート）を交付します

　ワクチンの供給状況を踏まえ、個別接種の医療機関を変更します。
８月２日■月以降、市立医療センターを除く医療機関での個別接種を一時中止します

＊ 市立医療センターを除く医療機関で８月１日（日）までに１回目の接種予約をした場合、２回目は３週間後の同じ場所、同じ時間で接種します。
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月曜日から日曜日まで毎日
※ワクチンの供給量によっては、
　実施しない日もあります。

１回目の予約日の３週間後の同じ曜日・同じ時間

あいあい

市内ワクチン接種医療機関の定めた日
※市立医療センターを除く医療機関の接種受付は、
　８月１日（日）接種分まで＊で一時中止します。

・市立医療センター
・その他のワクチン接種医療機関（８月１日（日）接種分まで＊）

２回目は、１回目の
３週間後の同じ曜日に

接種します。

例えば…
1回目の接種を
「１日の日曜日」に受けた場合、
2回目の接種は
「22日の日曜日」になります。

接種回数は２回

月対象者

35歳～44歳の人

16歳～34歳の人

12歳～15歳の人

未定（後日、広報やホーム
ページでお知らせします）

８月上旬 接種券に同封する案内文でご確認ください。

接種時期・方法等を医師会・教育委員会等と協議中につき、後日、広報やホームページでお知らせします。

８月 ９月 10月 接種券の発送時期 予約開始日時

曜日：１回目の予約日の３週間後の同じ曜日
時間：１回目の接種後にお伝えします。
※同じ時間になるとは限りません。
　また、時間の変更はできません。

２回目の予約手続きは
不要ですが、
１回目の接種場所で
２回目の予約日時を
確認してください。

問合先 長寿健康課高齢者支援グループ（あいあい　☎84－3312）

　認知症等高齢者やその家族が、日常生活の中で偶然な事故により法律上の損害賠償責任を負う場合に補
償を受けることができます。認知症等高齢者を被保険者とし、市が保険契約者となって賠償責任保険に加入し、
保険料を負担します。

　認知症等の症状により自力での帰宅が困難となったときに、発見者が見守りシールに印刷された二次元
コードを読み取ることで、本人確認や家族などへの連絡ができ、早期発見・保護につながります。

「認知症等高齢者見守りシール」を知っていますか？

認知症等高齢者等個人賠償責任保険事業を始めます！

保険の被保険者

8月2日（月）から加入受付を開始します。

●１ 事前申請（親族が申請）
●２ 契約（個人賠償責任保険）

●３ 保険料の支払い

●４ 報告・手続き

●５ 保険会社による
調査・審査

認知症等高齢者見守りシール交付対象者となった
認知症等高齢者（保険のみの加入はできません）
※保険に加入することを親族が希望する場合に限る。

◎申請方法や保険内容など詳しくは、長寿健康課高齢者支援グループへお問い合わせください。

補償の対象となる場合
□ 誤って線路に立ち入り電車を止めてしまった
□ 他人の財物を壊してしまった
□ 日常生活で他人にけがを負わせてしまった　など

見守りシール交付対象者
認知症やその疑いがある高齢者を介護する人や
その家族

認知症等高齢者とは
次の①、②のいずれにも該当する人
①市内に住所を有する在宅の65歳以上の人で、自力で外出することが可能であり、
　かつ、認知症等の症状により自力での帰宅が困難となる可能性がある人
②介護保険の要介護・要支援者、または医師により認知症と診断された人

※本人および親族が加入している保険に同様の補償がある場合は、保険金が支払われないことがあります。

令和３年
９月１日開始

見守りシールを身に
付けた人が困っていたら、

二次元コードを読み取ってください。
ご家族の元へ発見通知
メールが届きます
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